








【要約】電話による育児相談には様々な役割があるが、情報過多の今日では、正確な育児

情報の提供や、医療における医師と母親のあいだのコミュニケーションをスムーズにする

ことが、母親の不安を解消し、育児を楽しむことができるような支援として、特に強く求

められている。そのためには、増加しつつある各相談機関の相談のレベルにばらつきが少

ないことと同時に、それらの対応が母親の期待にかなっていることが、必要である。

そこで、4種類のモデルケースを使ってランダムに選んだ相談機関(10 ケ所)に実際に相談

を行い、母親にとって満足できる電話相談とはどのようなものかを明らかにした。また、

それにもとづいて評価項目を作成しそれにより各相談機関の評価を試みた。その結果から

望ましい相談のあり方を探った。


